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１．これからの学校と地域の連携・協働の姿



１．これからの学校と地域の連携･協働の姿

◆これからの学校と地域の連携・協働の姿として，以下の姿を目指す。

○地域住民等と目標やビジョンを共有し，地域と一体となって子供たち
を育む「地域とともにある学校」への転換

○地域の様々な機関や団体等がネットワーク化を図りながら，学校，家
庭及び地域が相互に協力し，地域全体で学びを展開していく「子供も
大人も学び合い育ち合う教育体制」の構築

○学校を核とした協働の取組を通じて，地域の将来を担う人材を育成し，
自立した地域社会の基盤の構築を図る「学校を核とした地域づくり」
の推進

中央教育審議会（2015）
「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」

校区における人々のつながりを醸成することが大切!!





２．つながりとは何か？



２．つながりとは何か？

「つながり」は抽象的な用語ですが、つながりを「資本」と
捉えるソーシャル・キャピタル理論の視点から整理すると
分かりやすくなります。

ソーシャル・キャピタル（社会関係資本）とは
調整された諸活動を活発にすることによって社会の効率性を
改善できる，信頼，規範，ネットワークといった社会組織の
特徴（パトナム 2001）

つながりは、信頼・規範・ネットワークの視点から整理できる



つながりの構成要素

１．所属・対話交流（ネットワーク）
⇒集団への所属、他者との対話交流活動

２．お互い様の規範（互酬性規範）
⇒協働活動の中での相互支援、恩義の貸し借り

３．信頼関係（信頼）
⇒不確実な状況下での他者からの支援期待

深
ま
り

広がり

絆（きずな）
への近接

２．つながりとは何か？



３．校区におけるつながりの単位



３．校区におけるつながりの単位

SC = Social Capital 
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４．つながりの教育効果



コールマン（2006）
家庭内／家庭外のソーシャル・キャピタルが子どもの退学抑制に
効果を有する。「世代間閉鎖性（二世代間の閉鎖的ネットワー
ク）」への着目。

その後、子どもを取り巻くつながり、教師を取り巻くつながり、
親を取り巻くつながりの効果（認知的能力・非認知的能力の向上、
進学状況、退学抑制、問題行動抑制、教師や親の成長）が明らか
になる（露口2016a, 2016b, 2019）。

パトナム（2015）
地域の人々が、「我らの子ども」として地域の子ども達を見守り、
関わろうとする価値規範を持つことが、地域崩壊を抑止し、地域
再生に導く上で極めて重要。

社会関係資本は人的資本を拡充する
「つながりづくりは、人づくり」

４．つながりの教育効果



５．つながり醸成のプロセス



① 体制づくり
人々がかかわるため
のネットワーク

② 活動づくり
お互い様の規範を
高める協働活動

③ 関係づくり
信頼を高める

コミュニティ・リーダーの出現

活動づくり

体制づくり

関係づくり

教職員 地域住民

５．つながり醸成のプロセス



６．つながりづくりに効果的なリーダーシップ



６．つながりづくりに効果的なリーダーシップ

1. 感謝の気持ちを表す
2. 楽観的になる（計画は悲観的に、行動は楽観的に）
3. 他者と比較しない（隣の芝生の青さを喜ぶ）
4. 親切に接する
5. 人間関係を育てる（対話の時間、スキンシップ）
6. ストレスの抵抗力を持つ（ストレスは人生において必要不可欠）
7. 人を許す（憎悪の感情を取り除き、寛大と慈愛の感情を取り込む）
8. 熱中できる活動を増やす（天職としての職業観、集中・没頭経験）
9. 喜びを深く味わう（楽しかった思い出話）
10.目標達成に全力を尽くす（幸福は目標を追い求めることから生まれる。

達成から生まれるものではない。）
11.運動する（協調して行う運動が望ましい）
12.笑う、笑顔で過ごす

ウェルビーイング・リーダー
幸福は人々に伝播する!!
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